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日設事連　創立50周年及び連合会移行記念式典開催
　当協会が所属する（一社）日本設備設計事務所協会連合会は、10月20日、如水会館（東京
都千代田区）において「創立50周年及び連合会移行記念行事」を挙行しました。記念行事は3
部構成になっており、下記のようなスケジュールで開催されました。
　◦記念式典　　14：00～15：00
　◦記念講演会　15：15～16：45（早稲田大学　田辺新一先生）
　◦記念祝賀会　17：00～19：00
　記念式典には、建築設備技術者協会の野部会長を来賓としてお迎えし、役員・構成員、賛
助会員約120名が出席しました。式典は、日設事連髙木副会長の開会の辞、西田会長によ
る式辞の後、野部会長より来賓のご祝辞をいただきました。
　また、50年の歴史の中で日設事連の活動に対して功績があった170社（構成員）と3団体

（単位会）、9名（個人）に対し、それぞれ功労者表彰が行われ表彰状と記念品が贈られた後、
日頃より連合会の活動を支援していただいている賛助会員全員に対して感謝状が贈呈されま
した。
　当協会関連では、以下の方々が表彰されました。(敬称略)

㈱明野設備研究所（副代表取締役　吉本健二）
㈱飯野設計事務所（代表取締役　田添　博）
㈱伊東設備設計事務所（代表取締役　土屋由仁）
㈱建築設備設計研究所（代表取締役　犬塚智也）
㈱伸和総合設計（代表取締役　池田和則）
㈱清和設備設計（代表取締役　鳥本孝雄）
㈱設備計画（代表取締役　中村滋宏）
㈱総合設備計画（代表取締役社長　中島一則）
㈱総合設備コンサルタント（代表取締役　市村　充）
㈱ナグモ設備設計事務所（代表取締役　南雲繁人）

㈱日本エアコンセンター（代表取締役　田村　悟）
日新設備設計保全㈱ （代表取締役　今野　茂）
㈱ピーエーシー（代表取締役　武井一義）
㈱蒼設備設計（代表取締役　山形俊樹）
㈱林設備設計（代表取締役　林　新三郎）
㈱愛住設計（代表取締役　市川勇人）
㈱設備工学研究所（取締役　麻生紀代）
㈱日水コン　建築事業部（副部長　宮城久勝）
㈱日本設備企画（代表取締役　望月　温）
日和エンジニアリング㈱（部長代理　西黒　塁）

　記念講演会は、講師に早稲田大学建築学科の田辺新一先生をお迎えし、「ゼロ・エネルギー
ビル（ＺＥＢ）に向けた設備設計の新たな役割」と題して、熱のこもったお話を伺いました。
エネルギー利用の在り方が厳しく問われる中で、我々設備設計技術者が果たす役割の大きさ
を改めて再認識させられる内容でした。
　記念祝賀会は、役員・構成員、賛助会員、ご来賓合わせて約170名が出席して行われました。
この日は総選挙の投票日直前ということもあり、国会議員の先生にはご出席いただけません
でしたが、女性の弦楽カルテットやギターバンドの生演奏が奏でられる中、和やかな雰囲気
の中で歓談の時間が過ぎていきました。最後に日設事連山口副会長による威勢のいい三本締
めでお開きとなりました。
　この日の熱気をそのままに、日設事連と当協会が手を携えて業界発展に寄与していくこと
を願ってやみません。

　9月15日発行の「協会だより75号」以降の各委員会では、次のような活動、審議、報告を行いま
した。

委　員　会　の　報　告

２．賛助会の新技術・商品等に関する情報収集
３．防災に役立つ設備に関する情報について
＜事業委員会＞
１．H29年度技術セミナーについて
＜広報・情報委員会＞
１．会誌MET26号の検討
２．協会だより76号への情報収集
＜賛助会運営委員会＞
１．ボウリング大会について
２．賛助会主催の交流会について

＜総務委員会＞
１�．連合会ブロック会議への対応について
２．平成29年度理事登記について
＜業務環境改善委員会＞
１．H29年度オープンデスクについて
２．消防設備士講習会について
３．メーカー見学会について
４．BIMアンケートについて
＜環境・技術委員会＞
１．低炭素化技術の情報収集について

から助成事業として実施しているものです。
助成金の対象は調査費用が助成率1/2で上限
100万円、設備改修費用が助成率1/2で上限
4,250万円となっています。
　募集期間は平成29年10月2日から平成30
年1月31日まで。詳しくは下記HPをご覧くだ
さい。
http://www.metro .tokyo. jp/tosei/
hodohappyo/press/2017/09/25/05.
html

●地中熱利用促進協会　第１回地中熱技術者
のための空調設備講座を開催●

　（NPO法人）地中熱利用促進協会は、来る
11月9日と11月30日の2日間に渡り、「第１
回地中熱技術者のための空調設備講座」を東京
都文京区にある（株）LMJ東京研修センターで
開催します。講座は、空調システム全体の設
計方法についての知識や技術を習得し、地中
熱利用の一次エネルギー消費量をWebプログ
ラムで計算できる人材を育成することを目的
としており、省エネ基準の適合義務化の時代
に相応しい内容となっています。なお、講師
として当協会の正会員である（株）蒼設備設計
の合田和泰氏と奈良岡臣剛氏が担当されます。
　詳しくは下記HPをご覧ください。
http://www.geohpaj.org/archives/6786

●（一社）環境共創イニシアチブ
「ZEB実証事業　調査発表会2017」を開催●
　（一社）環境共創イニシアチブは、「『ネット・
ゼロ・エネルギー・ビル（ZEB）実証事業』の分析
を行うとともに、先進的なZEB実証事例の紹
介やZEBプランナーによる成果報告などを広
く共有する場として、『ZEB実証事業　調査発
表会2017』を開催」すると発表しました。
発表会は12月5日（火）13:00より東京国際
フォーラムで行われ、様々な建物のZEB実証
事業に関する話を聞くことができます。
　詳しくは下記HPをご覧ください。
http://sii.or.jp/zeb29/conference.html

●当協会主催技術セミナーのご案内●
　毎年恒例となっている当協会主催の技術セ
ミナーを下記の日程で開催します。奮ってご
参加ください。詳細は当協会HPをご覧いただ
くか、協会事務局にお問い合わせください。
　日時：2017年11月28日（火）
　　　　13：00～17：30
　会場：TOTOテクニカルセンター 4階ホール
　メインテーマ：
　　　「 これからの空調設計は外調が要です」
http://www.met.gr.jp/met/wp-content/
uploads/2017/10/20171128.pdf

●新規加入会員のご紹介●
社　名 業　種

賛助
会員 アイシン精機㈱ GHP（ガスヒートポンプ

エアコン）の製造・販売

●協会事務局の新職員紹介●
　協会事務局はこれまで岡村さんと大渕さん
の二人体制でしたが、岡村さん
の退任に伴い新たに小林享子さ
んが加わりました。今後は大渕
さんと小林さんの二人体制とな
ります。よろしくお願いします。

（ご紹介が遅くなってしまい、申
訳ありません）
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　詳しくは下記HPをご覧ください。
http://www.enecho.meti.go.jp/about/
special/tokushu/denryokugaskaikaku/
denryokujiyuka.html

●東京都　「グリーンリース普及促進事業」を募集●
　東京都環境局と（公財）東京都環境公社は9月
25日、「グリーンリース普及促進事業」の第3
回の募集を10月から開始することを報道発表
しました。「グリーンリース普及促進事業」は、
テナントビルのオーナーとテナントが協働し
て省エネ対策を進める「グリーンリース」の仕
組みを普及させるため、東京都が平成28年度

●資源エネルギー庁　「電力小売全面自由化で
何が変わったのか？」を掲載●

　資源エネルギー庁は9月28日、同庁のHPに
「電力小売全面自由化で何が変わったのか？」
を掲載しました。それによると、「2016年4
月から家庭向けなどを含めた電力の小売全面
自由化がスタートし、早くも1年半が過ぎまし
た。このあいだに、多くの新電力会社が市場
に参入し、さまざまな料金メニューやサービ
スが生まれています。」とし、電力小売全面自
由化で市場にどのような影響があったのか、
どのような変化があらわれているのかについ
て、各種のデータとともに解説しています。
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